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（百万円未満切捨て） 

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計）                                                     （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年３月期第２四半期 16,441 6.6 316 △19.7 474 △3.3 336 3.5 

2022年３月期第２四半期 15,416 6.6 394 62.4 490 43.4 325 48.3 

（注）包括利益 2023年 ３月期第２四半期 416百万円（61.5％） 2022年 ３月期第２四半期 258百万円（△14.5％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり 

四半期純利益 

 円   銭 円   銭 

2023年３月期第２四半期 101.73 ― 

2022年３月期第２四半期 98.29 ― 

 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2023年３月期第２四半期 35,157 21,690 61.7 

2022年３月期 35,649 21,406 60.0 

（参考）自己資本 2023年 ３月期第２四半期 21,690百万円  2022年 ３月期 21,406百万円 

 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 

2022年 ３月期 ― 40.00 ― 40.00 80.00 

2023年 ３月期 ― 40.00    

2023年 ３月期(予想)   ― 40.00 80.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

 
 

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 
通  期 35,100 2.4 1,450 △0.6 1,600 △1.9 1,050 △3.6 317.43 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

 



 

 

※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半

期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 3,322,935株 2022年３月期 3,322,935株 

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 15,183株 2022年３月期 15,127株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 2023年３月期２Ｑ 3,307,790株 2022年３月期２Ｑ 3,307,993株 

 

 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 （将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等

については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。 

 



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 8

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 9

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 10

○添付資料の目次

- 1 -

日本石油輸送株式会社（9074）2023年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ禍においても社会経済活動の正常化が進んだ一方で、ロ

シア・ウクライナ問題の長期化や急激な円安の影響もあり、先行きは不透明な状況で推移しております。

当社グループの事業環境につきましては、輸送需要は徐々に回復しつつあるものの、エネルギー価格や原材料価格

の高騰等の影響もあり、引き続き厳しい状況にあります。

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画（2021年度～2023年度）の達成に向け、感染症の予防を図

りながら、安全・安定輸送を継続しつつ、基盤事業における収益の維持・確保や生産性向上、海外輸送の収益力の向

上、脱炭素社会に向けた輸送需要への対応等に取り組みました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、石油輸送事業および化成品輸送事業における増加によ

り、16,441百万円（前年同期比6.6％増）となりました。一方、燃料費や人件費等の経費が増加したため、営業利益

は316百万円（同19.7％減）、経常利益は474百万円（同3.3％減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、法人税等の減少もあり336百万円（同3.5％増）となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

（石油輸送事業）

　鉄道輸送において出荷地変更の影響による輸送数量の増加等に加え、自動車輸送における需要の増加により、売上

高は6,902百万円（前年同期比5.9％増）となりました。一方、利益面においては人件費等の経費の増加により、119

百万円のセグメント損失（前年同期は116百万円のセグメント損失）となりました。

（高圧ガス輸送事業）

　ＬＮＧ輸送において新規輸送による増加等があったものの、ＬＰＧ輸送における需要の減少等により、売上高は前

年並みの4,093百万円（前年同期比0.1％増）となりました。一方、利益面においては燃料費や人件費等の経費の増加

により、40百万円のセグメント損失（前年同期は120百万円のセグメント利益）となりました。

（化成品・コンテナ輸送事業）

　化成品輸送においては、国内輸送が堅調に推移したことに加え、海外輸送における収益力の向上や円安の影響等も

あり、売上高は増加いたしました。

　コンテナ輸送においては、７月以降、豪雨等の自然災害による貨物列車の運休の影響を受け、売上高は減少いたし

ました。

　この結果、当事業における売上高は5,187百万円（前年同期比13.9％増）、セグメント利益は326百万円（同33.7％

増）となりました。

（資産運用事業）

　不動産賃貸において新規物件の賃貸開始があったものの、太陽光発電における日照不足等の影響を受け、売上高は

前年並みの258百万円（前年同期比0.7％増）となりました。また、経費の減少によりセグメント利益は150百万円

（同2.6％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は35,157百万円となり、前連結会計年度末に比べ492百万円減少いたしま

した。

　流動資産は9,155百万円となり、前連結会計年度末に比べ274百万円減少いたしました。これは季節変動により受

取手形、売掛金及び契約資産が減少したことによるものであります。固定資産は26,002百万円となり、前連結会計

年度末に比べ217百万円減少いたしました。これは主に設備投資により機械装置及び運搬具、コンテナおよびリー

ス資産を取得した以上に、機械装置及び運搬具およびリース資産の減価償却が進捗したことによるものでありま

す。

　負債は13,466百万円となり、前連結会計年度末に比べ776百万円減少いたしました。これは季節変動による支払

手形及び買掛金が減少したことに加え、リース債務の返済進捗によりリース債務が減少したことによるものであり

ます。純資産は21,690百万円となり、前連結会計年度末に比べ284百万円増加いたしました。これはその他有価証

券評価差額金が増加したことに加え、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したこと

によるものであります。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比べ1.7ポイント上昇し、61.7％となりま

した。

②連結キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ228百万円の資金収入（前年同期は629百万円の資金支出）となり、5,057百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、1,853百万円（前年同期は1,722百万円の資金収入）となりました。これは主と

して税金等調整前四半期純利益474百万円、減価償却費1,825百万円の計上と法人税等の支払247百万円によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、746百万円（前年同期は1,665百万円の資金支出）となりました。これは主とし

てコンテナおよび機械装置及び運搬具の取得により744百万円を支出したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は、902百万円（前年同期は689百万円の資金支出）となりました。これは主として

セール・アンド・リースバックによる収入269百万円があったものの、ファイナンス・リース債務1,018百万円を返

済し、配当金132百万円の支払があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後のわが国経済は、社会経済活動の正常化により景気の回復が期待される一方、ロシア・ウクライナ問題の長期

化や、為替相場の急激な変動による悪影響が懸念されております。

　当社グループの事業環境につきましても、輸送需要は徐々に回復しつつあるものの、国内外の情勢を受けて、エネ

ルギー価格や原材料価格が高騰し、また需要低迷等への懸念も強く、今後も先行き不透明な状況が続くものと予想さ

れます。

　このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画の達成を目指して、安全・安定輸送に尽力するとともに、

引き続き各事業における基本方針・行動計画のもと、事業環境の変化にも迅速に対応し、着実に取り組みを進めてま

いります。

　通期の連結業績予想につきましては、2022年５月11日公表の業績予想値より変更しておりません。
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（単位：百万円）

     
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,828 5,057

受取手形、売掛金及び契約資産 3,910 3,247

その他 690 849

流動資産合計 9,429 9,155

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 3,506 3,159

コンテナ（純額） 1,951 1,985

土地 5,788 5,788

リース資産（純額） 6,419 6,173

その他（純額） 2,497 2,497

有形固定資産合計 20,163 19,605

無形固定資産

ソフトウエア 154 145

その他 71 110

無形固定資産合計 226 255

投資その他の資産

投資有価証券 4,633 4,796

退職給付に係る資産 － 48

その他 1,197 1,296

投資その他の資産合計 5,830 6,141

固定資産合計 26,220 26,002

資産合計 35,649 35,157

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,057 1,672

短期借入金 450 429

未払法人税等 275 282

賞与引当金 788 773

役員賞与引当金 83 43

その他 3,303 3,230

流動負債合計 6,958 6,432

固定負債

リース債務 4,520 4,231

修繕引当金 290 265

退職給付に係る負債 1,690 1,768

その他 784 769

固定負債合計 7,285 7,034

負債合計 14,243 13,466

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

     
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,661 1,661

資本剰余金 290 290

利益剰余金 18,666 18,870

自己株式 △36 △37

株主資本合計 20,581 20,785

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 904 974

繰延ヘッジ損益 4 0

退職給付に係る調整累計額 △84 △70

その他の包括利益累計額合計 824 905

純資産合計 21,406 21,690

負債純資産合計 35,649 35,157
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 15,416 16,441

売上原価 13,958 15,022

売上総利益 1,458 1,419

販売費及び一般管理費 1,063 1,102

営業利益 394 316

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 72 78

固定資産賃貸料 27 26

固定資産売却益 24 30

持分法による投資利益 36 37

雑収入 21 44

営業外収益合計 181 217

営業外費用

支払利息 39 38

固定資産賃貸費用 9 8

固定資産除売却損 24 6

雑損失 12 6

営業外費用合計 85 60

経常利益 490 474

税金等調整前四半期純利益 490 474

法人税等 165 137

四半期純利益 325 336

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 325 336

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 325 336

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △84 68

繰延ヘッジ損益 △0 △3

退職給付に係る調整額 18 14

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1

その他の包括利益合計 △66 80

四半期包括利益 258 416

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 258 416

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 7 -

日本石油輸送株式会社（9074）2023年３月期　第２四半期決算短信



（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 490 474

減価償却費 1,923 1,825

賞与引当金の増減額（△は減少） △61 △15

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △52 △39

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 66 52

修繕引当金の増減額（△は減少） △50 △24

受取利息及び受取配当金 △72 △78

支払利息 39 38

持分法による投資損益（△は益） △36 △37

固定資産除売却損益（△は益） 0 △23

売上債権の増減額（△は増加） 435 662

リース投資資産の増減額（△は増加） 33 8

仕入債務の増減額（△は減少） △240 △384

その他 △417 △393

小計 2,057 2,063

利息及び配当金の受取額 72 78

利息の支払額 △38 △41

法人税等の支払額 △369 △247

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,722 1,853

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,668 △744

有形固定資産の売却による収入 58 52

投資有価証券の取得による支出 △20 △22

貸付金の回収による収入 1 1

その他 △36 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,665 △746

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △24 △20

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,051 △1,018

セール・アンド・リースバックによる収入 585 269

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △198 △132

財務活動によるキャッシュ・フロー △689 △902

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △629 228

現金及び現金同等物の期首残高 4,084 4,828

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,455 5,057

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）

石油輸送
高圧ガス

輸送

化成品・
コンテナ

輸送
資産運用 計

売上高

外部顧客への売上高 6,518 4,087 4,553 256 15,416 － 15,416

セグメント間の内部売

上高又は振替高
208 2 47 － 257 △257 －

計 6,727 4,089 4,600 256 15,673 △257 15,416

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△116 120 244 146 394 － 394

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）

石油輸送
高圧ガス

輸送

化成品・
コンテナ

輸送
資産運用 計

売上高

外部顧客への売上高 6,902 4,093 5,187 258 16,441 － 16,441

セグメント間の内部売

上高又は振替高
218 2 60 － 281 △281 －

計 7,120 4,095 5,248 258 16,722 △281 16,441

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△119 △40 326 150 316 － 316

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（注）　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（注）　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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